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R
４
年
度
の
総
会
は
４
月
24

日
（
日
）
13
時
よ
り
根
形
公
民
館

視
聴
覚
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

事
務
局
で
は
、
本
年
も
昨
年
同

様
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
為
、

密
を
防
止
し
て
万
全
な
体
制
を

組
ん
で
臨
み
ま
し
た
。 

 

総
会
は
、
委
任
状
を
含
め
て
、

48
名
の
出
席
で
開
催
。
各
グ
ル
ー

プ
（
G
）
代
表
か
ら
R
３
年
度
の

G
活
動
報
告
が
あ
り
、
会
計
担
当

か
ら
は
決
算
報
告
、
監
査
担
当
よ 

       
 

友
の
会
各
グ
ル
ー
プ
（
G
）

も
コ
ロ
ナ
・
コ
ロ
ナ
で
各
G
に

よ
っ
て
は
、
本
格
的
な
活
動
が

出
来
ず
２
年
間
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
G
も
あ
り
ま
し
た
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
進
み
、
世
の
中
、

少
し
ず
つ
動
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。 

昨
年
度
友
の
会
も
新
た
に
一

歩
踏
み
出
し
て
取
組
ん
だ
「
も 

  

     

り
監
査
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後

R
４
年
度
の
各
G
事
業
計
画

年
度
予
算
も
報
告
さ
れ
、
審
議

の
結
果
い
ず
れ
の
議
案
も
満

場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

今
年
度
の
友
の
会
役
員
は
次
、

の
通
り
で
全
員
留
任
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

         

っ
と
し
り
た
い
講
座
」
を
今
年

度
も
進
め
て
行
き
た
い
で
す
ね
。 

せ
っ
か
く
身
近
な
木
々
の
話

を
聞
い
た
の
で
、
公
園
の
木
だ

け
で
も
名
札
を
付
け
た
い
も
の

で
す
。
又
「
自
然
と
歴
史
の
散

策
会
」
の
再
開
も
待
ち
通
し
い

で
す
ね
。 

各
G
、
今
年
の
活
動
に
向
け

て
前
進
し
ま
し
ょ
う
。
加
え
て 

楽
し
め
る
友
の
会
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

   
 

 

           

 〇
会
長 

中
西
明
美
（
い
ろ
は)

 

〇
副
〃 

矢
野
佳
次
（
凧
の
会
） 

〇
副
〃 

西
原
崇
浩
（
博
館
長
） 

〇
理
事 

甲
斐
恵
美
子
（
土
器
） 

〇
〃 

 

小
野
寺
研
一(

凧
の
会
） 

〇
〃 

 

安
孫
子
素
子
（
有
会
） 

〇
〃 

 
 

吉
田
保
雄
（
仏
像
） 

〇
〃 

 
 

今
井
久
明
（
い

ろ
は
） 

〇
〃 

 

今
井
恵
子
（
機
織
り
） 

 
 
 

 

〇
〃 

 

中
村 

康
司
（
盆
栽
） 

 

〇
監
事 

武
田 

弘
（
凧
の
会
） 

〇
〃 

 

田
村 

静
子
（
有
会
） 

〇
事
務
局
多
田
信
子
（
い
ろ
は
） 

〇
〃 

 
 

篠
原
美
智
代
（
い
ろ
は

） 

〇
編
集
長
今
井
久
明
（
い
ろ
は
） 

〇
庶
務 

水
流
拓
馬
（
副
主
査
） 

 
（
記
号
●
印
新
任
・
〇
印
留
任
）                                   
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R4
年
度
友
の
会 

役
員
の
皆
様 

   

 
 
 

 

記念講演会（兼袖ケ浦学第 162 回） 

   『弥生農耕の実像を探る』 
     講師 千葉県教育庁教育振興部 大谷弘幸氏） 

総
会
後
の

記

念
講
演
は
、
千
葉

県
教
育
庁
教
育

振
興
部
の
大
谷

弘
幸
氏
よ
り
『
弥

生
農
耕
の
実
像

を
探
る
』
と
題
し

て
の
講
演
が
あ

り
、
近
年
君
津
地

域
で
弥
生
時
代

の
調
査
発
見
事

例
が
増
加
し
て

お
り
、
そ
の
調
査

研
究
結
果
を
も

と
に
し
た
大
変

興
味
深
い
内
容

で
し
た
。
講
演
要

旨
と
受
講
の
感

想
は
４
頁
ご
参

照
下
さ
い
。 

 
 

  

友
の
会
会
長 

『
楽
し
め
る
友
の
会
を
目
指
し
て
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
西 

明
美 

記 

R4年度 総会風景 

記念講演会風景 

tel:0438-63-0811
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私
共
「
仏
像
を
学
ぶ
会
」
は
昨 

年
11
月
29
日
（
月
）
に
市
内
の 

お
寺
で
仏
像
を
拝
観
し
て
き
ま

し
た
。 

 
 

最
初
は
、
三
箇
の
稲
荷
山
光
福 

 

寺
で
ご
本
尊
「
不
動
明
王
立
像
」 

 

を
は
じ
め
「
弘
法
大
師
像
」「
興
教 

大
師
像
」
な
ど
多
く
の
仏
像
を
拝 

観
し
ま
し
た
。
特
に
不
動
明
王
像 

は
右
手
に
剣
を
持
ち
、
キ
ッ
と
前

に
向
い
て
お
ら
れ
る
姿
は
非
常

に
迫
力
が
あ
り
、
少
し
開
い
た
口

元
は
、
何
か
私
達
を
叱
咤
激
励
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

 
 

横
田
の
前
河
山
善
福
寺
で
は
，

厨
子
に
納
め
ら
れ
て
い
た
ご
本

尊
の
「
阿
弥
陀
如
来
像
」
と
両
脇

侍
の
「
勢
至
菩
薩
像
」「
観
音
菩
薩

像
」
の
三
尊
像
を
拝
観
す
る
こ
と

が
出
き
ま
し
た
。
又
お
寺
の
入
り

口
に
並
ん
で
い
る
六
地
蔵
は
、
土

台
が
土
砂
に
埋
も
れ
て
い
た
の

を
掘
り
起
こ
し
全
体
の
姿
が
見

え
る
よ
う
に
し
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
市
内
の
仏
像

鑑
賞
は
続
け
て
い
き
た
い
と
考      

え
て
お
り
ま
す
。 

（
代
表 

吉
田
保
雄 

記
） 

             

 

 
 
 

 
 
 

私
が
子
供
の
頃
、
正
月
は
凧
揚

げ
と
独
楽
（
こ
ま
）
ま
わ
し
が
遊

び
の
中
心
だ
っ
た
。
し
か
し
現
在

は
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
子
が
多
く
、
外

で
子
供
の
姿
を
見
か
け
る
事
が

少
な
く
な
っ
た
。
私
は
、
空
高
く

揚
が
る
凧
に
あ
こ
が
れ
、
こ
の
会

に
参
加
し
た
。 

袖
凧
は
「
祝
い
凧
」
と
も
言
わ

れ
家
紋
や
屋
号
又
は
孫
の
名
前

を
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
端
午
の 

 

節
句
に
は
、
凧
が
大
空
に
舞
い
揚

が
り
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を

祈
念
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
な
活

動
は
出
来
な
い
が
、
木
更
津
市
内

の
高
校
で
凧
作
り
教
室
を
開
催

し
た
折
、
多
数
の
高
校
生
が
興
味

深
々
に
参
加
し
て
く
れ
た
。 

又
４
月
に
は
千
葉
テ
レ
ビ
が

凧
の
作
り
方
、
凧
の
歴
史
を
取
材

し
、
実
際
に
揚
げ
て
い
る
所
を
撮

影
し
た
。（
4
月
30
日
放
映
） 

 
 

凧
の
会
は
、
現
在
２０
数
名
会 

員
が
い
る
。
凧
に
興
味
が
あ
り
、 

集
合
し
た
時
は
大
い
に
盛
り
上 

が
る
。 

 
 

多
く
の
子
供
達
が
元
気
に
凧
を 

揚
げ
て
い
る
姿
を
皆
望
ん
で
い 

る
。
凧
に
関
心
の
あ
る
方
は
御 

 

一
報
下
さ
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま 

す
。 

（
会
員 

山
口
晴
美 

記
） 

      

 

 
 

 
 

      

 

 
 

   
 

糸
紡
ぎ
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
紡
ぎ
は
綿
が
布
に
な
る
ま

で
の
綿
繰
り
、
綿
打
ち
、
紡
ぎ
、

織
り
の
中
で
布
の
特
徴
を
決
め

る
大
切
な
作
業
で
す
。
道
具
と

し
て
紡
ぎ
ゴ
マ
、
紡
ぎ
車
を
使

用
し
て
い
ま
す
。 

                         

 

紡
ぎ
ゴ
マ
は
、
洋
の
東
西
を
問 

わ
ず
古
い
遺
跡
か
ら
出
て
く
る

よ
う
に
昔
か
ら
使
わ
れ
て
き
た

道
具
で
す
。 

 

時
代
を
経
て
（
１３
世
紀
頃
）
紡

ぎ
車
が
現
れ
、
作
業
が
早
く
な
り

ま
す
。
自
作
の
材
料
で
織
る
た
め

の
作
業
が
続
き
ま
す
。 

 
 

（
代
表 

今
井
恵
子 

記
） 

 グループ名 代表者 会
員 

  今年度活動計画 

１ 土器作りの

会 

甲斐恵美子  ７ 粉砕と練り（10 月）、土器作成（11 月）

土器焼き（1月） 

２ 凧の会 小野寺研一 １６ コロナ影響考慮して活動計画中  

 

３ 何でも有り会 安孫子素子  ９ 市内木々の散策、松戸市史跡見学 

４ 仏像を学ぶ

会 

吉田 保雄   ５ 定例学習会（４～５月、７月、９月、1

月）。仏像鑑賞会（８月、11月） 

５ 古文書いろ

はの会 

今井 久明 １２ 定例会（月 2 回、第２，４金曜日）前半

寺・神社略傳縁起、後半（地元資料） 

６ 機織りの会 今井 恵子  ４ 通年活動（毎週水曜日）。綿と藍の種

まき、藍葉収穫、染色、綿収穫 

７ 盆栽愛好会 中村 康司  ４ 4月早春花展、11月秋季盆栽展 

 合計  ５７  

善福寺入り口の六地蔵 

友
の
会
各
グ
ル
ー
プ
活
動
報
告 

仏
像
を
学
ぶ
会 

 
 

市
内
の
お
寺
で 

 
 

 
 

仏
像
鑑
賞  

凧
の
会 

『
空
高
く
揚
が
る 

凧
に
あ
こ
が
れ
』 

R４年度 各グループ会員数と今年度活動計画 （純会員数 ５９名） 機
織
り
の
会 

 

糸
紡
ぎ
に
取
り
組
む 

 

 

各グループ参加者 57名＋無所属 9名―重複所属 7名＝59名（純会員） 
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い
ろ
は
の
会
、
今
年
度
前
半
は
、

房
総
の
主
要
な
神
社
・
寺
院
の
略

傳
や
縁
起
を
読
む
計
画
で
す
。 

成
田
山
新
勝
寺
、
鹿
野
山
神
野

寺
、
地
元
の
三
作
神
社
、
笠
上
観
音

飽
富
神
社
・
卒
土
神
社
等
の
縁
起

を
読
み
、
神
社
寺
院
の
理
解
を
深

め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
古
文
書
の
楽
し
み
の

一
つ
に
、
各
地
の
地
名
説
話
や
伝

説
・
伝
承
等
に
触
れ
、
そ
の
地
域
の

歴
史
等
を
改
め
て
知
る
こ
と
も
楽

し
み
の
一
つ
で
す
。 

又
、
江
戸
を
始
め
日
本
全
国
の
名

所
百
景
を
文
書
に
登
場
す
る
地
名

と
併
せ
て
図
絵
で
見
る
こ
と
も
興

味
が
倍
増
致
し
ま
す
。 

昨
年
度
、『
皇
女
和
宮
』
の
牛
車
に

よ
る
嫁
入
に
関
す
る
文
書
を
読
み

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
「
牛
町
」
と

い
う
地
名
を
知
り
、
又
名
所
百
景
に 

   

左
の
江
戸
名 

 
 
 
 

 

絵
に
大
き
く 

り
ま 

   

     

    

画
か
れ
て
い
る
２
つ
の
図
会
に
お

目
に
か
か
り
そ
の
来
歴
を
知
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

左
の
絵
は
名
所
江
戸
百
景
、
右
は

東
都
三
十
六
景
で
す
。
右
の
絵
は
今

に
も
牛
が
飛
び
出
し
て
き
そ
う
で

す
が
、
一
方
左
の
絵
は
、
牛
車
の
車

輪
だ
け
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
ま

す
。
高
輪
に
牛
町
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
図
会
を
見
る
こ
と
に
よ
り
一

層
興
味
が
深
ま
り
ま
す
。 

 
 
 

 
 

『
皇
女
和
宮
』
は
、
京
都
を
出
発

す
る
と
き
と
江
戸
城
へ
お
入
り
に

な
る
と
き
牛
車
を
使
わ
れ
、
京
都
か

ら
江
戸
の
間
は
、
牛
車
は
分
解
さ
れ

て
別
途
運
ば
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の

た
め
、
京
都
か
ら
牛
車
組
立
の
専
門

家
、
牛
車
添
え
人
が
江
戸
へ
召
し
出

さ
れ
そ
の
折
の
、
江
戸
の
受
入
れ
文

書
の
一
部
が
こ
れ
で
す
。 

『
和
宮
様
御
下
向
之
節
、
御
車
に
差

添
罷
下
り
候
、
頭
・
棟
梁
其
外
職
々

之
内
、
今
村
喜
造
並
小
者
弐
人
一
昨

二
日
夜
本
石
町
四
丁
目
，
旅
宿
へ
到

着
仕
候
ニ
付
、
其
段
御
届
申
上
置
候

處
云
々
』 

 

こ
の
よ
う
に
、
京
都
か
ら
牛
車
職

人
の
受
入
れ
宿
を
用
意
す
る
文
書 

を
読
み
ま
し
た
。 

 

名
所
江
戸
百
景
で
は
『
高
輪
う
し

ま
ち
』
と
書
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、

牛
町
は
、
東
海
道
江
戸
の
玄
関
口
、

で
あ
っ
た
高
輪
大
木
戸
の
外
側
に

あ
っ
た
車
町
の
こ
と
で
、
牛
車
を
引

か
せ
る
為
の
牛
を
飼
っ
て
い
る
家

が
多
か
っ
た
た
め
「
牛
町
」
と
も
呼

ば
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

ま
さ
か
江
戸
の
町
に
牛
が
飼
わ

れ
て
い
た
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
古
文
書
っ
て
面
白
い
で
す
ね
。 

 
 

 

（
代
表 

今
井
久
明 

記
） 

 
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
動
き
づ

ら
い
中
で
す
が
、
昨
年
の
秋
に
続
い

て
今
年
も
4
月
22
日
（
金
）
～
24

日(

日)
ま
で
旧
進
藤
家
に
て
「
早
春

花
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
天
候
に

も
ま
ず
ま
ず
恵
ま
れ
て
見
学
者
も 

3
日
間
通
し
て
332
名
の
方
の
ご
来

場
で
賑
や
か
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

今
回
は
藤
の
開
花
の
時
期
に
合

わ
せ
る
こ
と
が
出
来
て
一
つ
の
見

所
に
な
り
ま
し
た
。
「
古
民
家
に
は

盆
栽
が
良
く
似
合
い
、
一
層
盆
栽
が

引
き
立
っ
て
風
情
が
増
し
ま
す
」
と 

の
声
も
か
な
り
頂
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
喜
ん
で
頂

け
る
よ
う
に
我
々
盆
栽
の
会
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

次
回
は
秋
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い
。 

 
 

（
代
表 

中
村
康
司 

記
） 

 

                

総
会
後
の
記
念
講
演
会
の
弥
生

時
代
の
稲
作
文
化
に
つ
き
、
と
て
も

分
か
り
易
い
説
明
で
理
解
が
出
来

ま
し
た
。 

講
師
の
話
に
、
文
脇
遺
跡
（
現
平

岡
公
民
館
周
辺
）
が
出
て
き
て
、
懐

か
し
さ
が
い
っ
ぱ
い
で
、
当
時
私
は

そ
の
遺
跡
発
掘
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。 

 

「
文
脇
遺
跡
は
、
す
ご
か
っ
た
ん

だ
」
と
、
大
谷
講
師
の
話
で
同
遺
跡

を
改
め
て
知
り
感
動
し
ま
し
た
。 

 

大
谷
さ
ん
が
出
向
で
当
時
の
君

津
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
赴
任

さ
れ
た
あ
の
頃
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
と

い
う
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
昼
休
み

皆
と
勿
論
、
大
谷
さ
ん
も
一
緒
に
な

っ
て
、
運
動
し
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
思
い
出
も
よ
み
が
え
っ

て
き
た
講
演
で
大
変
懐
か
し
く
思

い
ま
し
た
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
代
表 

甲
斐
恵
美
子 

記
） 

     

 
 

「
何
で
も
有
り
会
」
っ
て
何
？ 

変
な
会
の
名
だ
と
言
う
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
何
か
に
拘
る
だ

け
で
な
く
、
地
元
の
地
理
、
歴
史
、

民
俗
、
料
理
等
そ
れ
は
興
味
あ
る
こ

と
何
で
も
対
象
に
す
る
自
由
発
想

の
会
で
す
。
な
お
且
、
全
員
が
楽
し

め
る
事
を
主
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

た
ま
に
は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な

ど
楽
し
く
競
技
し
懇
親
を
深
め
て

お
り
ま
す
。 

今
年
度
は
、
植
物
に
詳
し
い
会
員

の
入
会
が
あ
り
、
そ
の
方
を
中
心
に

植
物
自
然
系
の
勉
強
会
も
予
定
し

て
お
り
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。 

早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
、
博
物

館
の
「
自
然
と
歴
史
の
散
策
会
」
の

再
開
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

又
今
年
こ
そ
、
ミ
ュ
❘
ジ
ア
ム
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

す
よ
う
に
。 

（
代
表 

安
孫
子
素
子 

記
） 

古
文
書
い
ろ
は
の
会 

 
『
各
地
名
所
百
景
も 

 
 

楽
し
み
の
ひ
と
つ
」 

 
 

盆
栽
愛
好
会 

「早
春
花
展
」開
催 

 

４
月

日
（
金
）～ 

日
（日
） 

何
で
も
有
り
会 

今
年
度 

植
物
系
の
勉
強
も 

 

旧進藤家住宅での展示会 

土
器
作
り
の
会 

 

文
脇
遺
跡
の
思
い
出 

 
 

出典：国立国会図書館デジタルコレクション 

出典：国立国会図書館デジタルコレクション 
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講
演
内
容
と
感
想
は
次
の
通
り
。 

 

１
、
弥
生
時
代
の
農
耕
の
実
情
を

探
る
場
合
、
生
産
の
場
と
し
て
の

「
水
田
」
、
道
具
と
し
て
の
「
農
具
」
、

生
産
品
と
し
て
の
「
植
物
」
の
3
つ

の
視
点
が
重
要
で
、
君
津
地
域
は
、

こ
の
３
点
が
密
接
し
て
お
り
、
全
国

的
に
も
稀
な
る
資
料
の
宝
庫
で
あ

る
と
の
紹
介
が
あ
っ
た
。 

事
実
、
近
年
君
津
地
域
か
ら
調

査
発
見
事
例
が
増
加
。
結
果
、
千

葉
県
内
に
お
け
る
水
稲
耕
作
技
術

は
国
家
形
成
の
原
動
力
と
な
る
程

整
備
さ
れ
た
物
で
あ
っ
た
と
の
事
。 

 

２
、
そ
れ
程
高
い
生
産
力
の
君
津

地
区
の
コ
メ
作
り
で
、
「
弥
生
人
は
、

日
常
的
に
コ
メ
を
食
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
」
と
の
問
題
提
起
が
あ
り
、

そ
の
謎
の
解
明
が
進
行
し
た
。 

 

３
、
木
更
津
市
下
望
陀
の
芝
野
遺

跡
で
は
、
水
田
跡
の
畦
道
、
水
路
等

も
作
ら
れ
、
壷
や
甕
な
ど
が
一
定

間
隔
で
並
べ
ら
れ
た
状
態
で
出
土
。 

こ
の
土
器
の
発
見
が
、
水
田
跡
の
年

代
を
決
定
づ
け
（
弥
生
後
期
）
、
且

人
々
が
水
田
に
向
か
っ
て
豊
作
を

祈
る
等
の
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

４
、
君
津
市
常
代
遺
跡
で
は
小
糸

川
下
流
の
水
田
に
水
を
供
給
す
る 

     

た
め
の
堰
が
４
カ
所
発
見
。
弥
生

中
期
の
段
階
で
灌
漑
シ
ス
テ
ム
を
確

立
し
て
い
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
、
更

に
農
具
に
至
っ
て
は
、
同
遺
跡
か
ら

弥
生
中
期
の
木
製
農
具
が
使
用
時

の
状
態
の
ま
ま
多
数
出
土
。
現
在

使
わ
れ
て
い
る
農
具
の
原
型
が
弥

生
の
頃
に
既
に
現
れ
て
お
り
、
又
木

の
種
類
と
し
て
ア
カ
ガ
シ
が
使
わ
れ

道
具
と
し
て
の
木
の
使
用
を
前
提

に
森
の
管
理
も
行
わ
れ
て
い
た
。 

 

５
、
生
産
物
と
し
て
の
植
物
で
は
、

当
市
の
文
脇
遺
跡
（
市
内
野
里
）
で

の
調
査
結
果
、
土
器
の
表
面
・
断
面

に
コ
メ
な
ど
の
種
子
の
圧
痕
分
析
結

果
、
イ
ネ
の
検
出
例
が
突
出
し
て
お

り
穀
物
生
産
の
主
力
は
、
五
穀
の

内
イ
ネ
で
あ
っ
た
と
、
一
方
ム
ギ
は
、

検
出
事
例
が
な
く
弥
生
時
代
に
は

な
か
っ
た
と
推
定
。 

 

６
、
以
上
の
検
討
結
果
、
当
君
津

地
方
で
は
、
農
耕
技
術
が
完
備
さ

れ
高
度
で
あ
っ
た
事
か
ら
、
弥
生
人

は
日
常
的
に
コ
メ
を
食
し
て
い
た
可

能
性
が
高
い
と
謎
解
き
が
あ
り
ま

し
た
。
以
上
、
現
実
の
発
掘
事
例
を

も
と
に
し
てS

T
O

R
Y

性
の
あ
る
大

変
面
白
く
、
分
か
り
易
い
講
演
で

し
た
。 

（受
講 

今
井
久
明 

記
）  

 
 

          
 

 
 

 
 

昨
年
６
月
「
い
ろ
は
の
会
」
に
入

会
し
ま
し
た
。
数
年
前
、
高
知
に

行
っ
た
際
、
坂
本
竜
馬
記
念
館
で

竜
馬
が
姉
の
乙
女
に
当
て
た
手
紙

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

「
あ
あ
、
こ
れ
を
少
し
で
も
読
む

事
が
出
来
た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う
に
」

と
感
じ
定
年
後
、
古
文
書
を
勉
強

し
た
い
と
思
う
様
に
な
り
ま
し
た
。 

 

い
ざ
始
め
て
み
る
と
「
ま
る
で
分

ら
な
い
と
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
か
」

の
連
続
で
す
。
け
れ
ど
も
、
看
板
な

ど
で
昔
の
字
体
を
見
つ
け
た
り
、
会

の
活
動
で
当
時
の
人
達
の
生
活
の
一

端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
時
な
ど

楽
し
さ
が
一
杯
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
1
年
、
声
を
出
し
て
読
む
だ

け
で
精
一
杯
で
し
た
。
解
読
メ
モ
と 

書
き
下
し
文
が
な
い
と
お
手
上
げ

状
態
が
こ
れ
か
ら
先
も
続
く
と
思

い
ま
す
が
、
気
長
に
自
分
の
ペ
ー
ス

で
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す 

 
 

 
 

 

（会
員 

御
園
玲
子 

記
） 

 

 
 
 

 
 
  

 
 

    

 

R4
年
度
第
25
回
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
11
月
26
日
～

27
日
の
両
日
に
渡
り
開
催
予
定
で

既
に
第
1
回
実
行
委
員
会
が
開

か
れ
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

又
本
年
度
は
、
袖
博
40
周
年
の 

記
念
の
年
で
も
あ
り
、
博
物
館
・
市

民
学
芸
員
・
友
の
会
知
恵
を
絞
っ
て

お
り
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
！ 

     

 

４
月
の
人
事
異
動
で
博
物
館
勤

務
と
な
り
ま
し
た
稲
葉
理
恵
で
す 

 

生
涯
学
習
課
で
5
年
間
、
埋
蔵

文
化
財
の
取
り
扱
い
や
指
定
文
化

財
保
存
活
用
、
山
野
貝
塚
に
関
連

す
る
仕
事
を
し
て
参
り
ま
し
た
。 

 

久
し
ぶ
り
に
友
の
会
、
市
民
学
芸

員
の
皆
様
に
お
会
い
し
以
前
と
変

わ
ら
ず
、
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
と
活
動
さ

れ
て
い
る
様
子
を
見
ま
す
と
、
「
負

け
て
い
ら
れ
な
い
な
あ
！
」
と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

 

又
「
そ
で
は
く
」
を
一
緒
に
盛
り

立
て
て
、
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
（袖
博 

稲
葉
理
恵 

記
） 

      

 

 
 

 
 

  

本
年
度
友
の
会
５９
名
で
出
発
で

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
と
若
い
気
持
ち

で
活
動
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

季
節
も
緑
一
色
に
な
り
、
公
園

な
ど
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
も
大
変
気

持
ち
の
よ
い
時
期
で
す
。
友
の
会
・

会
長
の
挨
拶
に
あ
り
ま
す
よ
う
に 

「
公
園
の
木
だ
け
で
も
名
札
を
つ
け

た
い
」
と
、
樹
木
や
花
に
名
札
な
ど

が
あ
れ
ば
、
公
園
散
歩
も
又
楽
し

か
ろ
う
と
更
に
花
言
葉
な
ど
が
添

え
ら
れ
て
い
れ
ば
、
よ
り
花
や
木
々

に
対
す
る
親
し
み
が
膨
ら
み
楽
し

さ
も
更
に
増
す
だ
ろ
う
と
。
こ
れ

も
既
に
友
の
会
ア
ン
ケ
ー
ト
で
提

言
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
実
行
へ

の
動
き
が
表
面
化
し
な
い
。 

 

袖
博
４０
周
年
の
記
念
事
業
の
一

つ
と
す
れ
ば
、
喜
ぶ
市
民
の
方
も
大

勢
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
、
公
園
散

歩
し
な
が
ら
思
う
今
日
こ
の
頃
で

あ
る
。 

（編
集
担
当 

今
井 

記
） 

博
物
館
人
事
異
動 

「そ
で
は
く 

た
だ
い
ま
」 

 
 

と
い
う
気
持
ち
で
す 

編
集
後
記 

袖
ケ
浦
市
郷
土
博
物
館 

第
25
回
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・ 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

11
月
26
日
（土
）～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

27
日
（日
） 

両
日
開
催
予
定
で
準
備 

 

総
会
記
念
講
演
会
（
兼
袖
ケ
浦
学
第
１
６
２
回
） 

『弥
生
農
耕
の
実
像
を
探
る
』講
演
内
容
と
感
想 

 
 
 
 

 

友
の
会
入
会
者
の
声 

 

古
文
書
い
ろ
は
の
会 

「展
示
品
の
手
紙
が
読
め 

た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う
に
」と 

 


